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実装説明資料

広報・公聴の弱点を補完する⾃治体DX＝
「⾏政コミュニケーションの最適化」で
実現する双⽅向参加型地域経営インフラ

千曲市様の持続可能性を
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・ 千 曲 市 様 が 目 指 す 地 域 像 と ボ ト ル ネ ッ ク

国からの
申し⼊れ

住⺠の
スタンス

千曲市様の⽬指す地域像

新しい発想ができる市政・市⺠のための市政

・「防災・減災対策及び国⼟強靭化の推進」
・「地⽅分権改⾰の推進及び財政の健全化」
・「国・地⽅公共団体間の財政秩序の確⽴」
・「新型コロナウイルス感染症の克服等に向けた

取組の推進」
・「デジタル・ガバメントの確⽴等に向けた取

組の推進」
（マイナンバー制度の活⽤、⾏政⼿続のオン
ライン化、地⽅公共団体の情報システムの
標準化）

・「公共施設等の適正管理の推進」
（個別施設計画に基づく⽼朽化対策等）

地⽅財政処置への

戦略的に迅速に変化に対応できる市政

-７つの基本⽬標-
知らない
判らない
関係ない

①災害に強く、安全で安⼼な暮らしができるまち
②千曲っ⼦が元気に育つ、⽣涯学びのまち
③⽀え合い、かかわり合い、だれもが健康で活躍するまち
④千曲の特⾊を磨き上げ、賑わいと活⼒あるまち
⑤輝かしい歴史⽂化の伝承と、新たな⽂化を創造するまち
⑥未来に繋げる⾃然と共⽣するまち
⑦⼀⼈ひとりが輝く、協働で創るまち

住⺠との「接続・つながり」が不可⽋

⾮接続

？
住⺠参画による「信頼/TRUST」が不可⽋

対感染症 対災害 DX対応 SDGs対応

財政予測
⼈⼝減少 持続性の低下 地域の経済的

⾃律性の再構築
戦略的投資の展開

（そのための『信頼』）

戦略的課題への対応

2020年代的課題

コミュニケーション

-ほとんどの市⺠が市政と「⾮接続」状態であることを変えることが、成功する地域経営（ビジョン/共有⽬標）の鍵です。
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「合理的選択によるコミュニケーションの断絶」

無関⼼とコミュニケーション機能不全で、地域は⾏き詰まります。
都市、地⽅の両⽅で、地域のコミュニケーション環境は機能不全に陥っています。この状態でDX化、スマートシティなどの取り組みを
⾏うと、住⺠の無理解、無関⼼から住⺠不在の地域経営に陥るリスクが懸念されます。そこで、「ポリネコ︕」の活⽤を提案します。

住⺠-議員-⾸⻑-⾏政の合理的断絶
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地域に関わる⼈を繋ぐバイパス

による接続＝断絶の解消
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・DX =個を起点とする社会へのシフ ト

デジタル化、DXとは買い物や⼿続きが簡単、便利、早くなることだと
思われていますが、それらは90年代のIT⾰命の焼き直しに過ぎません。
データに⼈が従属させられるリスクにも無防備な認識です。

DXの本質は、社会の隅々へのICTの浸透によって、個を基点とした
環境構築が⾏えること、⼿間のかかる作業の最⼩化によって私達⼈間が
思考と新しいチャレンジを⾏う余裕を最⼤化することにあります。

住⺠と継続的に繋がり、データも援⽤しつつ、住⺠サービスの質の向上、
地域の持続性の向上で還元することが、⾃治体DXの本来の形です。

⾃治体DXを実現するために不可⽋な住⺠とのつながりを構築すること、
つまり、コミュニケーションのDXを実現する仕組みと⽅法が、
『ポリネコ！』 です。

相互理解
双⽅向型住⺠との「接続」=コミュニケーション
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DXの本質-個を起点に全体を構築する

外部環境に個が合わせる

これから

DX
Society
5.0

デジタルトランスフォーメーション

個⼈レベルへの
ITの浸透による
社会のシフト

いままで

社会の命題

組織の意義

経済成⻑と経済合理性
（効率・⽣産性）

持続可能性と社会善/ソーシャルグッド
（創造性）

⽣産性を追求しリソースを管理 多様な個⼈の発⾒・創造を尊重し、
価値化する

個⼈の意義

関係性

組織のために効率を重視し働く 社会のために⾃分が楽しく幸せに暮らす

組織の⽬的のために個⼈が存在 個⼈のための機能する組織

アウトプット
のための
与件と能⼒

課題

・組織からの条件、指⽰に応える
・組織、社会に従う
・過去の成功、前例を重視

・⾃らの存在意義を定義する
・⾃らの存在意義を組織・社会に⽰す
・レビューとイノベーションとコラボ

資本主義の限界 個⼈と組織・社会の秩序の両⽴
（コーディネーション）

Post 
Covid-19

（DXによるウイルス対応型社会）

（DXによる個⼈起点の社会）

個を起点に外部環境を構築できる

Transformation

GIGA
スクール

（個別最適な学びの環境）

-協調関係の構築から、訊くことを気軽にできるように

6



・⼀⽅通⾏
・フィードバックがない
・あまり楽しくない
・インセンティブがない
・ビジョン構築につながらない
・伝わっているか判らない
・データやファクト確認は⾯倒
・知識の差を埋められない
・他の⼈と協調できない
・信頼を構築できない
・政策過程につながらない
・社会参画につながらない

・双⽅向
・フィードバックがある
・ちょっと楽しい
・インセンティブがある
・ビジョン構築につながる
・伝わっているか判る
・データやファクト確認は楽々簡単
・知識の差を埋められる
・協調できる
・信頼を構築できる
・政策過程につながる
・社会参画につながる

従来型の
コミュニケーション

or

いままで通りで、
徐々に弱まる地域と社会

未来向けて挑戦し
持続性を⾼める社会

従来型の弱点を補い克服する
DX対応型コミュニケーション

・DX =これからの地域に必要なコミュニケーション

7
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登録の流れ
新規登録/ログイン ⾃分のメールを登録 仮登録完了-メールを発信
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登録の流れ
リンクから本登録画⾯へ 本登録画⾯⼊⼒
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登録の流れ
本登録完了メール
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・ 防災の場合-従来型のコミュニケーション

・広報誌や掲⽰板、サイトに防災情報は掲載しているが、
住⺠にどの程度、届いているか判らない

・住⺠の認知や理解の程度に基づいたコミュニケーションを
企画、策定できない ⾏政と市⺠が

連携した
防災体制の構築、
課題解決と改善が
困難・防災訓練やワークショップなど参加機会に限度がある

・個々⼈や地域毎の事情の把握が困難で、対策を講じにくい

・現状把握ができないため、⽬標設定が曖昧になる

・何を知っておけばいいか判らない
・⾃分の困りごとや⼼配を伝える⽅法がない
・まわりの⼈々の意⾒を知る機会がない

この状況を乗り越える

⾏政視点

住⺠視点 ⾃分が回答などの形で参画しても、地域が変わると思えない先⼊観

コミュニケーションを重視できない構造の常態化
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回答を通じて、知る、学び、考える 12
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回答を通じて、知る、学び、考える 13
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回答を通じて、知る、学び、考える 14
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回答を通じて、知る、学び、考える 15
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回答を通じて、知る、学び、考える 16
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回答を通じて、知る、学び、考える 17
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回答を通じて、知る、学び、考える 18
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回答を通じて、知る、学び、考える 19
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回答を通じて、知る、学び、考える 20
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回答を通じて、知る、学び、考える 21
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回答を通じて、知る、学び、考える 22
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回答を通じて、知る、学び、考える 23
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回答を通じて、知る、学び、考える

・正誤に応じた再回答（おさらい）
・誤解、認知不⾜がどこにあるかの把握
・理解度ごとの回答者クラスター
・回答クラスターごとの回答傾向把握
・傾向に応じた追加設問の設定
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回答を通じて、意思表⽰する 25
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回答を通じて、意思表⽰する 26
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回答を通じて、意思表⽰する 27
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回答を通じて、意思表⽰する 28
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回答を通じて、意思表⽰する 29
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他の回答者とつながる/俯瞰する 30
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他の回答者とつながる/俯瞰する 31
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他の回答者とつながる/⾏動する 32
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他の回答者とつながる 33
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回答を経て、⾏動する 34



・⾏政主体で防災対応しよう

・⾏政主体で防災対応してね

・住⺠主体で防災対応しよう

・住⺠主体で防災対応してね

・スーパー防災マスター

・防災マスター

・別のやり⽅で防災対応

それでは効果的な対策が
困難ですが、それでも？

参加する
参加しない

yes
no

そのような取り組みを
サポートしますか？

条例や
新たな対策

市⺠と連携した
課題対応

再考する（戻る）

＜地域防災への8つのタイプ＞

・別のやり⽅で防災対応
© HammerBird 2022 

タイプ判定ロジック構造
基本インターフェース補⾜

・防災、災害対応に対し、市⺠と市役所が協働するという⾃明のことであっても回答を通じて意思を確認し、
⾃分以外の⼈々と同じ意思を確認することが地域に「信頼/TRUST」を⽣みます。
・回答参加で得られた意思、意⾒、データをもとに、新たな対策、条例などを効果的に
講じることができるようになります。
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回答集計から始まる、次の対話サイクル

正答率から
伝えるべき
情報を把握

回答コメント
から新たな
課題を把握

防災活動
広報活動
に反映

防災施策
を

検討・策定

（＊伝わっていないこと）

⾏政主体、住⺠主体など
市役所と住⺠の連携を望まない
回答を⾏った回答者に

追加質問を⾏い、より深い考えを
聞くことができます。

次の「防災テーマ」で
認知・理解を確認

正答率から
伝えるべき
情報を把握

回答コメント
から新たな
課題を把握

・回答クラスターごとへの追加質問が可能

・回答データを施策に反映し、その成果を「ポリネコ! CHIKUMA」で確認、施策を改善
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・ 防災の場合-DX対応型のコミュニケーション

・住⺠にどの程度、届いているか判る

・住⺠の認知や理解の程度に基づいたコミュニケーションを
企画、策定できるようになる

⾏政と市⺠が
連携した
防災体制の構築、
課題解決と改善が
可能に

・参加機会にほとんど限度がなくなる

・個々⼈や地域毎の事情の把握が可能となり、対策を講じる
ことがしやすくなる

・現状把握ができるため、⽬標設定が明確になる

・何を知っておけばいいか判る
・⾃分の困りごとや⼼配を伝える⽅法がいつもある
・まわりの⼈々の意⾒を知る機会がある

⾏政視点

住⺠視点 ⾃分が回答などの形で参画しても、地域が変わると思えない先⼊観

コミュニケーションを重視できない構造からの脱却
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意思
表⽰

意思
表⽰
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・ 千曲市様が目指す地域像が新しい住民参画で実現

国からの
申し⼊れ

住⺠の
スタンス

千曲市様の⽬指す地域像

新しい発想ができる市政・市⺠のための市政

・「防災・減災対策及び国⼟強靭化の推進」
・「地⽅分権改⾰の推進及び財政の健全化」
・「国・地⽅公共団体間の財政秩序の確⽴」
・「新型コロナウイルス感染症の克服等に向けた

取組の推進」
・「デジタル・ガバメントの確⽴等に向けた取

組の推進」
（マイナンバー制度の活⽤、⾏政⼿続のオン
ライン化、地⽅公共団体の情報システムの
標準化）

・「公共施設等の適正管理の推進」
（個別施設計画に基づく⽼朽化対策等）

地⽅財政処置への

戦略的に迅速に変化に対応できる市政

-７つの基本⽬標-
①災害に強く、安全で安⼼な暮らしができるまち
②千曲っ⼦が元気に育つ、⽣涯学びのまち
③⽀え合い、かかわり合い、だれもが健康で活躍するまち
④千曲の特⾊を磨き上げ、賑わいと活⼒あるまち
⑤輝かしい歴史⽂化の伝承と、新たな⽂化を創造するまち
⑥未来に繋げる⾃然と共⽣するまち
⑦⼀⼈ひとりが輝く、協働で創るまち

住⺠との「双⽅向接続」でビジョンが具体化

双⽅向接続

千曲市の新しい地域ビジョン
住⺠参画による「信頼/TRUST」構築を組み込んだ

対感染症 対災害 DX対応 SDGs対応

財政予測
⼈⼝減少 持続性の低下 地域の経済的

⾃律性の再構築
戦略的投資の展開

（そのための『信頼』）

戦略的課題への対応

2020年代的課題

コミュニケーション

-ほとんどの市⺠が市政と「接続」できることで、課題解決に向けた信頼構築が実現します。

知ってる！
判る、学べる
関わっている
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・消防団（先⾏回答受付中） ・少⼦化対策（準備中）

回答テーマ
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移住・定住

等のテーマを開発予定

これからの回答テーマ

⼦ども基本法
少⼦化対策

部活動の地域移⾏
空き家の活⽤
地域ポイント
⽔道広域化
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